
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は変更可能です。 
※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ D-43 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部門 エントリー名：大阪教育大学附属池田中学校 

活動名：可視化された校内研修    副題【見える化された事後研究協議会】 

解決すべき課題：事後研究協議会で参加者全員の意見を聴き共有することができない。 

本校は研究開発校であることや教育実習校ということもあり、校内研究授業回数がある。 

大きな課題は２つ 
①参観者全員の声を聞くことが難しい。（実習生や若手教員が発言しにくい。） 
②授業を受けた生徒の意見を全体に共有することができない。 
（生徒の感想や反応を瞬時に参観者に共有すること） 

目標・方針：効果的な研究協議会の持ち方 

参観者、授業者、生徒の意見が事後研究協議会で参加者全員が共有し、話し合いを深めること 

活動内容：ICT（Google フォームアンケート）を活用して一斉共有 

校内研究授業（特別の教科 道徳）において、授業後、生徒・参観者に Google フォームで作成したアン

ケートに感想や振り返りを授業後に記入してもらい事後研究協議会ですぐに使用した。 

活動の成果：生徒の意見や感想が数値として即座に出るため、客観的根拠に基づいて協議会が行うこと

ができた。（図１）事前に参観者の意見が共有（モニターやスクリーンを通して）できるため、事後研究

協議会で参観者の意見を大切にした、柱立てを行い、協議会を進めることができる。多面的多角的な見

方・考え方を行うことができた。（図２） 参観者全員の意見を大切にしながら研究協議会を進める方法

を確立することができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

・保存性（授業者の分析材料）共有性（個の意見→全体へ広げる）即時性（授業後すぐ）に優れる。 
・数値や意見が可視化されたため、話し合いが進みやすい。（図１・２・３の比較など） 
・参観者自身の見方・考え方が広まる。（自己と他者、自己と生徒など） 
・特別の教科道徳では、自己認識が大切である。アンケートに自己評価を行うことが重要と考える。（図１） 
・アンケートは無料で簡単に作成することができ、QR コードを使用すれば配布も容易である。 
 

            （図１）生徒の回答             （図２） 参観者の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参観者からの感想や意見（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


